	　　　　　　　　　　研修報告書
	理事長

	所属長


	　所　　属　南山苑 中等度痴呆対応介護部門　　　職種　介護　　　氏名　　梅花　秀行　　　


	　期　　間　　平成　16年　　7月　　26日　　～　　平成　16年　　7月　30日


	　出張目的　介護老人保健施設実地研修の為　


	　出 張 先　介護老人保健施設　コミニュティーホーム白石


	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）



	〔１日目　　講義〕

	1.介護老人保健施設概要説明

	　社会福祉法人南静会　介護老人保険施設コミュニティホーム白石

	　　開設年月日　　１９８９年４月１０日

	所　在　地　　北海道札幌市白石区本郷通３丁目南２０番１号

	　 沿　　　革　　平成　元年　４月　コミュニティーホーム白石(入所１００名)開設

	　 　　　　　　　平成　７年　７月　在宅介護支援センター開設

	　　　　　　　　 平成　７年１０月　ホームヘルパーステーション開設

	　　　　　　　　 平成　８年　３月　訪問看護ステーション本郷開設

	　　　　　　　　 平成１２年１０月　グループホーム白石の郷開設

	　　　　　　　　 平成１２年１１月　デイサービスセンター白石の郷開設

	　 事業内容　　  ①入　所　　　　　　　　(定員１００名)※短期入所療養介護含む

	　　　　　　　　 ②通所リハビリテーション(定員６０名)

	　　　　　　　　 ③札幌市白石区在宅介護支援センター白石中央

	　　　　　　　　 ④指定居宅介護支援事業所コミュニティーセンター白石

	　　　　　　　　 ⑤指定居宅介護支援事業所ほんごう

	　　　　　　　　 ⑥訪問看護ステーション本郷

	　　　　　　　　 ⑦ホームヘルパーステーションコミュニティホーム白石

	　　　　　　　　 ⑧グループホーム白石の郷(定員２ユニット１８名)

	　　　　　　　　 ⑨デイサービスセンター白石の郷(定員３５名)

	　 基本理念　　　質の高い信頼できるサービスと、家族や地域と連携がとれた支援体制を利用

	　　　　　　　　 者の身になって実践すること。

	コミュニティーホーム白石職員基本心得

	　　　　　　　・最良、最高のサービスを提供しましょう。

	　　　　　　　・敬愛と慈悲の気持ちで接しましょう。

	　　　　　　　・明るく、元気に、さわやかに対応をしましょう。

	・仕事は力を合わせて研鑚しましょう。

	・「一日一善」社会に貢献しましょう。

	　 品質維持管理システム

	　　　　　ＩＳＯ９００１　品質マネジメントシステム

	　　登録日　　２００１.１.０４

	　　　　　登録番号　ＪＳＡ　Ｑ９９５　ＪＡＢ　Ｒ００１

	　　　　 適用規格　要支援・要介護高齢者のための医療・看護・介護並びにリハビリテーション

	に係わる施設サービスと在宅サービス



	＜考察＞

	コミュニティーホーム白石は、社会福祉法人南静会の介護老人保健施設として、道内初の都市型

単独老人保健施設として運営されています。「施設サービス」「在宅サービス」の総合的支援シス

	テムとして、在宅に返すだけが目的でなく、在宅に戻ったらその状態を守るのもヘルパーや在宅

	看護などの仕事へつながるとお話しがありました。

	またＩＳＯへ登録しており、マニュアルに沿って運営し維持しています。

	新しく開設されたグループホーム・デイサービスの「白石の郷」は、コミュニティーホーム白石

	の後ろに位置し、デイサービスは通所リハビリテーションと共に送迎され利用しています。

	また、リスクマネジメント・ケアプラン・痴呆症の介護・接遇・老人介護が予定されているそう

	です。その他、今現在ショート専用となる建物をコミュニティーホーム白石横に増築中との事。



	2.支援相談員の役割について

	相談業務とは、利用者様の療養生活上起こる様々な社会的・心理的問題についての相談に応じ各

	種の資源を活用しつつ、利用者・家族がその解決策を見つけるまでのプロセスに同伴することで

	ある。したがって、介護老人保健施設の支援相談員には、ケースに応じた的確な対応および、広

	び、広範な知識が求められてくる。

	介護老人保健施設の支援相談員は、利用者の立場に立って考え、今何が利用者様に必要なのか家

	族・施設・社会に向かって代弁する役割を担う、社会福祉の専門家である。

	同時に、基本理念・運営目標を具現化するマネージャーであり、他職種スタッフとの連携のもと

	、施設全体の質を向上させるための役割を担っている。

	　〔社会福祉の専門職〕

	　　①個別援助

	　　②地域連携、ネットワークの構築

	　　③社会教育、広報活動

	　　④在宅療養の提案

	　　⑤施設の相談窓口・コーディネーター



	＜考察＞

	今回、相談指導員の役割について把握できる機会となりました。指導員は介護老人保健施設にと

	って無くてはならない存在だと実感しました。



	3.レクリエーション

	活　　動

月、毎週　　　10:00～11:30カラオケ教室

水、第１.３　 13:45～14:45　革細工教室

火、毎週      10:00～11:30舞踊教室

木、第１.３　 10:00～11:30　茶道教室

第２      13:45～14:45葉書作り教室

第１.３　 13:45～14:45　書道教室

水、第１      10:00～11:30手芸教室

第２.４　 10:00～11:30　俳句教室

第２      10:00～11:30折紙教室

金、毎週　　 10:00～11:30　詩吟教室

第３     10:00～11:30貼り絵教室

第１.３　13:45～14:45　ペン字教室

８月の行事予定
８月１０日　午後1時５０分から午後２時４０分　　盆踊り（合同）
８月２５日　午前１０時から民謡教室　午後２時３０分から紙芝居
　　８月３１日　午後２時から誕生会（今月は尺八の演奏会）

	

	＜考察＞

	レクリエーションはレク主任ただ一人で運営して、１年間の行事計画や毎月のレクを企画してい

	るとの事です。なぜ一人で運営が可能かと言うと、毎日５名から６名のボランティアさんが手伝

	いに来られるそうです。レクを行う際にはボランティアさんが実際のレクを行い、レク主任が司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	会進行を行うそうです。その為日々のレクにとられる介護職員はなく業務にも支障がなくレクを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	提供できるとの事です。南山苑では平時ボランティアさんが訪れることはないため職員の負担が　　　　　　　　　

	多く、出勤者の少ない日などはレクを行えない日もあります。反面、白石は他職員に負担があま　　　

	りなく羨ましいと思いました。

	今後南山苑でもレクリエーションに更に力を入れるためにも、社協へのボランティア派遣の依頼

	やＯＴや行事委員との連携を大切にしていこうと思います。



	4.リハビリテーション

	　〔ＯＴ、ＰＴ、ＳＴの役割〕

	　　個別訓練各種体操、集団レクリエーション、ＡＤＬ指導、訪問、機能訓練事業

	〔業務内容〕

	午前

	個別リハ：１日に入所約３０人、通所約３０人

	集団体操：入所約６０人、通所３０から４０人

	　　絵手紙　：道具と題材を用意し指導する

	　　午後

	　　個別リハ

	　　集団リハ（通所、痴呆性利用者対象　月・水）・ゲーム、回想法等

	　　フロアレク（入所　痴呆棟　火　月２回）・季節の行事、外出等

	　　風船バレー（入所、通所　金　３０人程度）



	＜考察＞

	白石ではリハビリが非常に充実しています。デイ利用者の中にはリハビリ目的で利用する方もい

	て１階のリハビリフロアへ移動し、参加しています。入所している方も２階と３階から、１階の

	方へ移動し、エレベータ前まで介護職員が利用者様を誘導し、エレベータに乗せリハビリフロア

	まで誘導するのは、ＯＴ・ＰＴの役割と決まっており、連携及び効率よく行なわれていました。

	南山苑はリハビリが十分でない所があり、入所が長くなると、残存機能低下していく方が多いよ

	うに思います。介護保険が始まり、リハビリは最重視していかなければならない時で、課題であ

	ると思います。

	5.栄養

	　〔カロリー一日の平均値〕

	　　入所　８０歳代…１３８０ｃａｌ(平均)

	　　デイ　７０歳代…１４６０ｃａｌ(平均)

	〔食事時間〕

	　　朝…入所(共通)８：００　　　昼…入所(共通)１２：００　　　夕…入所(２階)１８：００

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイ　　　１２：３０　　　　　入所(３階)１７：４５

	　〔注意事項とその他〕

	　・塩分は９ｇ以下を目標としている。

	　・野菜のゆで具合、酸味具合も高齢者に合わせ調節している。

	　・鉄分入りのふりかけや、ＣＣレモン等でビタミンＣを補っている。

	　・お弁当箱を使用するのは、月１回(行事食)でカードにコメントを添えている。

	　・水分補給は、嚥下不良で摂取できない方が増えてきており、お茶ゼリーや粉末寒天で対応。

	　　お茶だけでは飽きる為、以下の通りに味を変えて水分補給して頂いている。

	　　　　朝…ポカリスエット味　　昼…番茶味　　夕…桃味　　　(各種ゼリー)

	　・毎月残債率を集計しており、１５％残る場合は何らかの原因があったのだろうと調査する。

	　・２階のレストルームは自立している方が多く、ポットに入っているお茶は各自で入れて飲ん

	　　で頂く。調味料はその都度設置している。つまようじに関しては異食があり撤去している。

	　・利用者様が食事を楽しめるように、又、食事の質の向上や日々の検食簿の回答を目的とし、

	・給食会議を毎月おこなっている。



	＜考察＞

	今回の実地研修で、白石の食事を昼３回と夜１回と計４回摂らせて頂きました。食器は南山苑と

	材質はほぼ変わらないですが、模様や食器の形など見た目では白石の方が華やかであり、より美

	味しく頂けたと思います。また、研修中に行事が重なり行事食を頂きましたが、食器もいつもと

	違ったものであり、料理自体も非常にボリュームがあり食事を楽しむことが出来ました。また、

	夜勤で出た夕食は夜勤勤務者には１品多く副菜が添えられており、体を動かす職員への配慮があ

	ったのは嬉しい限りでした。

	また、白石では個々に応じた食事の種類（肉禁・麺禁等）を色別のシールで名札に表し、間違い

	の無いよう徹底していました。

	

	〔２日目　通所リハビリテーション業務実習〕

	通所リハビリテーション概要(平成１６年４月現在)

	　　①通所定員　　１日６０名

	　　②月～日(祝祭日も含む)

	　　③利用者状況(平成１６年６月１日～３０日)

	　　　　　在籍通所者数　　男６２名、女１３１名　　計１９３名

	　　　　　利用者数　　　　平日　平均５２．８人

	　　　　　　　　　　　　　土日　平均２８．人

	　　平成１５年度通所利用状況

	　　　　　総利用者数　　　１６６０５人

	　　　　　１日平均　　　　４６人

	　　　　　新規ケース　　　のべ４８人　　

	１日の流れ

	　　８：００　　ミーティング

	　　８：１５　　①早出送迎１便出発　②朝の準備→遅出送迎および残り番職員

	　　９：００　　①早出送迎１便到着　②遅出送迎出発　　　　③バイタルチェック

	　　９：００　　①遅出送迎到着　　　②バイタルチェック

	　　　　　　　　③個々の計画に合わせた午前の活動開始(入浴・休憩)

	　１０：１０　　リハビリ開始

	　１０：３０　　居室レク、趣味活動開始

	　１１：３０　　居室レク、趣味活動終了　　　リハビリ体操へ誘導開始

	　１２：００　　午前の活動終了　　　昼食準備

	　１２：３０　　昼食

	　１３：００　　午睡、休憩　※ベッド・和室コーナーにて。

	　１３：４５　　午後の活動開始→集団リハビリ、スポーツレク、居室レク、趣味活動、休憩

	　　　　　　　　※スポーツレク…ゲートボール、シャッフルボード、ニチレクボードなど。

	　１４：４５　　午後の活動終了　　　お茶、おやつ配り

	　１５：１５　　送迎１便目出発　(１号、５号、７号)

	　１６：００　　送迎２便目出発　(郷１号、６号、３号)

	　１７：００　　送迎終了

	　１７：１５　　フロアミーティング　※プログラム調整、ケアカンファ、ショート併用者の

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報交換

	　１７：３０　　ミーティング　　　　※各担当者からの送迎中の様子やご家族からの連絡報告。

	　１７：４５　　通所リハビリテーション終了

	

	全体の注意事項

	・居室での業務の際は、離所・転倒注意者のチェックを怠らず、すぐに対応できるよう利用者全

	　体を見守りながら、業務に取組み必ず見守る職員がいること。

	・居室等から離れる際、見守る職員がいるか確認し、必要時、連携・声掛けにより受け渡しを行う

	・体調不良者が出た場合、看護師へ報告・対応。（小さい変化を見逃さない為にも、日頃から観察

	　する。

	・業務は迅速に、対応は親切・丁寧を心がける。

	・業務でする事が無い時は、積極的に利用者と関わる。

	・利用者を優先し、後で出来る作業は後でする。



	＜考察＞

	私は、今まで通所リハビリテーションの経験が無く、初めて通所の業務を学びました。

	通所の担当職員から、私達は家族と直接接する機会が多い為、言葉遣いや態度には一番気をつけ

	ています。とお話しがあった通り、送迎の際にもご家族が玄関のドアを閉めるまで背を見せずに

	対応していました。車内でも常に利用者に話しかけ、他利用者と話しが盛り上がるような話題を

	提供し、退屈な思いをしないように接していました。施設に着いてからも職員を中心に何人かで

	グループになり、お話しやゲームをし、楽しく過ごして頂こうとする姿勢が見てとれました。

	白石が南山苑と比べ利用者数が多い背景には、札幌市の都市に近いという理由もあると思います　

	が、リハビリが充実しているというのが大きな要因の１つだと思います。職員のお話しでは、や

	はり、リハビリやレクを利用目的にされている方は多いとの事でした。

	

	〔３日目　入所日勤業務〕

	入所定員　　１００名(２階５０名、３階５０名)※短期入所者も含む

	日勤業務の流れ　

	　　９：００　　ミーティング　※看護士が主となって行なっている。

	　　９：０５　　夜勤者から常日勤へ申し送り

	　　　　　　　　モーニングケア、おむつ交換、トイレ誘導、ベッドメーキング、洗濯室掃除

	　　９：２０　　リハビリ送迎、

	　　９：３０　　入所対応

	　１０：００　　各フロアミーティング、環境整備、レストルームでの茶話会(飲水)

	　　　　　　　　趣味活動への声掛け誘導、リネン・パット類を各タンスに補充

	　１０：３０　　おむつ交換、トイレ誘導　　　　　　　　　　※遅番出勤(10:00～19:30)

	　　　　　　　　飲水のすすめ

	　１１：００　　おしぼり、エプロン準備

	　１２：０５　　放送、エレベータ誘導、昼食

	　１３：００　　口腔ケア、バイタルチェック、おむつ交換、トイレ誘導、飲水のすすめ

	　１３：４５　　入浴介助

	　１４：００　　午後の業務

	　１５：００　　汚物室掃除

	　１５：３０　　飲水のすすめ、尿トータル報告、おむつ交換、トイレ誘導

	　１７：００　　食事席誘導、カーテン・窓の鍵の点検

	　１７：１５　　夕のミーティング

	　１７：３０　　日勤業務終了



	＜考察＞

	２階の利用者様は自立している方が比較的多く、３階の利用者様は中等度の痴呆の方や片麻痺が

	多い方がいます。その為か２階には絵手紙や折り紙などの装飾品が数多く掲示されているのに対

	し、３階では自立されている方のベッド周辺にしかみられませんでした。

	お話しで平均介護度が３に近い２と伺ったのですが、やはり南山苑より尿意のある方や全介助の

	方が少なく、その分ナースコールが頻繁に鳴っていました。オムツはライフリーを使用しており、

	居室の専用の棚の中に常備し、すぐに取り出せるようにしています。夜間は睡眠をあまり妨げた

	くないという意向で、本当に必要な方にしか夜間のおむつ交換はしていないそうです。また、コ

	ストの削減より尿路感染や皮膚の保清を重要視しており、少しでも汚れていれば取り替えるよう

	徹底していました。

	また、飲水を徹底しており、一人一人がどれ位の量を飲んだか、更に１日に必要な水分補給量

	を目標に、飲水チェック表を活用していました。私の勤務している中等度フロアでは入所されて

	いる方が８０名と多いため飲水チェックはしておりません。夏場は熱発される方が多いため、普

	段よく熱発される方を重点的に飲水チェックする事により、少しでも熱発者が減らせればと思い　　

ます。

	トイレ誘導は、１時間３０分から２時間位の間隔にあり個々によって、排尿が無い時は次の時間

	も排泄を促し、排泄がある時は本人の尿意を確認して対応していました。

	清拭は、ホットキャビから取り出したあと、熱が逃げないようにホットバックに入れ替えて移動

	しており、尿のみはそのままクリーニングに頼み、便の場合は綺麗に洗ってからの順です。使用

	したオムツも持ち歩いたりせず、小さいポリ袋にしまい専用の蓋付きのバケツに入れ運んでいま

	した。南山苑でもバケツを使用していますが、蓋は付いていない為匂いがするので白石のように

	小さい袋を活用していこうと思います。

	

	〔４・５日目　入所夜勤業務〕

	夜勤帯の流れ

	　１６：３０　　申し送り

	　１７：００　　食事誘導、夕食準備

	　１８：００　　夕食、口腔ケア

	　１８：３０　　おむつ交換、トイレ誘導、パジャマ着替え

	　２０：００　　おむつ交換、トイレ誘導、体交

	　２１：００　　消灯、パトロール

	　２３：００　　おむつ交換、トイレ誘導、体交　※20：00で排尿(－)の方を対象とする。

	　２３：３０　　おむつ交換、トイレ誘導、体交

	　　０：４０　　パトロール

	　　１：００　　おむつ交換、トイレ誘導、体交

	３：００　　おむつ交換、トイレ誘導、体交　※1：00で排尿(－)の方を対象とする。

	　　３：３０　　飲水、尿、便トータル集計、報告

	　　５：３０　　おむつ交換、トイレ誘導、体交　　着替え、モーニングケア

	　　７：００　　エレベータ誘導、朝食準備

	　　８：００　　朝食

	　　８：３０　　口腔ケア、排便の声掛け、誘導、おむつ交換、トイレ誘導

	　　９：００　　申し送り（看護師のみ出席）

	　　９：３０　　夜勤業務終了



	＜考察＞

	白石での夜勤業務は、入所者が寝るまでは南山苑とさほど変わり無いのですが、その後は定時の

	オムツ交換・体交・パトロールくらいので、大半はナースコールの対応になります。そのため、

	当苑よりは業務に余裕があり、その時間を利用して書き物や委員会の仕事、ケアプラン等の自分

	の仕事をするそうです。委員会について聞いたところ、月２・３回のペースで会議が行われてい

	るそうで、以前は勤務終了後にサービス残業で会議を行っていたそうですが、明けや公休で出て

	来る職員も多く、サービスでは職員のやる気が起きない・内容が薄い等の理由により、現在では

	１時間までは残業手当や休日手当てが支給されているそうで、職員も頑張っているそうです。

	ケアプランについても聞いたところ、ケアカンファは４ヶ月に１度、家族の都合に合わせ出席し

	て頂いているそうです。ケアプラン作成に関しても、居室毎に担当者が４～５人おり、勤務後に

	話し合いのもと作成しているそうです。南山苑では担当者が介護・看護ともに１名ずつしかおら

	ず、プランの作成時にはもっといろんな意見や熟慮が必要だと思うので南山苑でもうまく応用し

	していければと思います。

	夜勤中に徘徊者がいた場合も放っておいたりせず、ＳＳに誘導しお話しをしたり軽作業を促し、

	頃合いをみて再度入眠を促していました。南山苑でもＳＳに誘導はしていますが、他の仕事に追

	われ話し相手になるという簡単な事も疎かになっていると思いました。実地研修を通し一番感じ

	

	た事は、白石では利用者に対する考え方が徹底・統一されているという事です。それは態度や言

	葉遣い、その人にはどのように接すれば一番その人が喜ぶか、という事です。最も基本的であり

	継続がとても難しいことです。白石では全職員がその基本的な考えを忠実に貫いており、その為

	外部の人間の私の目から見た場合も利用されている方々は満足しているように見えました。私は

	勤め始めて今年で３年目になります。仕事にも慣れ、中等度フロアのリーダーとしての立場にあ

	り、多くの指導するべき後輩たちがいます。その指導をする上で基本となる、利用者の為の施設

	であり、我々はその為には何をするべきか？という事を今一度初心に返り見つめ返すことが必要

	だと思いました。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


